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　巻頭言　Foreword

地球温暖化対策における燃料電池への期待
Expectations for Fuel Cells in Global Warming Countermeasures

一般社団法人日本ガス協会　常務理事
三浦　一郎

Ichiro Miura
Managing Director, The Japan Gas Association

　2015 年 12 月のパリ協定の採択以降、世界各国で地球温暖化に対する関心が高まっており、脱炭素化に向けた動
きが本格化している。日本においても、2020 年 10 月に「2050 年までに、温室効果ガスの排出を全体としてゼロに
する、すなわち 2050 年カーボンニュートラル、脱炭素社会の実現を目指す」方針が示され、2021 年4月には、「日
本の 2030 年の温室効果ガス削減目標を 2013 年度比で 46%削減とする」ことが表明される等、脱炭素化に向けた動
きが加速している。
　このような中、都市ガス業界は、2050 年の脱炭素社会の実現を目指す姿勢を明確にすべく、日本ガス協会が 2020
年 11 月に「カーボンニュートラルチャレンジ 2050」、2021 年6月には、その「アクションプラン」を発表し、ガス
のカーボンニュートラル化に向けたビジョンとロードマップを公表した。
　これは、脱炭素技術の実用化までのトランジション期（移行期）において、徹底した天然ガスシフトと天然ガス
高度利用を進めて、足元での低炭素化を加速させるとともに、2050 年を見据えて、メタネーションや⽔素の直接利
用等、脱炭素化に向けた複数の⼿段を活用し、ガスのカーボンニュートラル化の実現を目指すというものである。
　燃料電池コージェネレーションシステムは、発電効率が高いことに加えて、発電時に発生する熱も利用できるため、
総合エネルギー利用でCO2 排出を削減し、トランジション期の低炭素化に貢献できる分散型エネルギーシステムで
ある。家庭用燃料電池「エネファーム」は、世界に先駆けて 2009 年から販売が開始された。これまで、市場ニーズ
である環境性、経済性の向上を目指し、技術開発による課題解決に継続して取り組み続け、2021 年8月には累計販
売台数が 40 万台を突破するに至った。今後も、家庭用を中心に、業務・産業用も含めた燃料電池市場全体で更なる
普及促進を図ることで、着実にCO2 排出を削減していくことが期待されている。
　また、将来的には都市ガス自体を脱炭素化したカーボンニュートラルメタン（脱炭素化された⽔素とCO2 から作
られるメタン）に置き換えることで、既存の都市ガス供給インフラや燃料電池などの設備を有効活用できるため、
社会的コストを抑制しながら脱炭素社会の実現にも貢献できる。
　さらに、燃料電池コージェネレーションシステムは、分散型エネルギーシステムの特長を活かし、カーボンニュー
トラル実現に向けた再生可能エネルギー大量導入時の電力需給調整力としての活用や近年の異常気象に伴う停電な
どに対するレジリエンス性の強化への貢献も期待される。
　この他にも、既に商用化されている自動車、バス、フォークリフトや、現在実証、開発が行われているトラック、船舶、
鉄道といったモビリティなど、様々な分野の脱炭素化に貢献する技術として燃料電池は期待されている。さらには、
これまで蓄積されてきた燃料電池の技術を活用して、高効率化が期待できる⽔電解⽔素製造技術である SOEC（固
体酸化物型電解セル）の研究開発が活発化しているなど、燃料電池技術は、⽔素利用だけではなく、⽔素製造へも
活用されている。
　このように、燃料電池は、脱炭素社会の実現のための鍵となる重要な技術である。更なる普及拡大に向けては、
環境性、経済性のより一層の向上が求められているが、産学官が連携して研究開発に取り組むことによってこれら
の課題を解決し、燃料電池の普及拡大を通じて、脱炭素社会が実現できることを期待したい。
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●表紙「FC EXPO 秋の様子」
　	FC	EXPOが秋に初めて開催される。今後、毎年春と秋に2回開
催される

写真：FCDIC事務局
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